
一学期の終わりに

校長 竹下 誠

先日の全校朝会では，子どもたちに「８・６水害」の話
をしました。平成５年のできごとですから，当然子どもた
ちは生まれていません。当時，鹿児島市に住んでいた私は，
あの時の緊迫した様子や被害の大きさをよく覚えています。
毎年，梅雨の季節になり，激しい雨が降っているとまた同
じような被害が発生するのではないかと心配になります。
幸いにも近年では大きな水害は発生していませんが，河川
や道路などの改修等，８・６水害を教訓とした対策が効果
を現しているのだろうと思います。
さて，１学期は大きな事故や問題もなく，子どもたちは

学習・学校行事・部活動等に元気に取り組んでくれました。
中学生らしくなってきた１年生，落ち着きの出てきた２年
生，どっしりと安定感のある３年生，どの学年もわずか４
ヶ月ではありますが，それぞれに成長した様子が見られま
した。
いよいよ，子どもたちが待ちに待った夏休みがやってき

ます。今年は土日も含めて４３日間の夏休みです。夏祭り，
旅行，キャンプ，花火などなど，夏休みの楽しみはたくさ
んあります。夏休みに入ってすぐに，県総体や吹奏楽コン
クールが開催されますし，３年生は高校の体験入学もある
ため，意外と忙しい夏休みになる場合もあるかもしれませ
んが，せっかくの長い休みなので楽しく充実した夏休みに
して欲しいと思います。そのためには，自分が立てた夏休
みの計画に沿って，自分の行動をしっかりとコントロール
することが大切であり，自分を律する心の強さや実践力が
試される期間とも言えます。くれぐれも生活のリズムが崩
れたり，夏休みの終わりに宿題に追われてしまったりする
ことがないようにして欲しいと思います。そして，本校の
スローガンである「健康と安全はすべてに優先する」を心
にとめて，元気に過ごして欲しいと思います。
保護者・地域の皆様のご支援により，一学期を無事に終

えることができました。夏休みは子どもたちが多くの時間
を家庭や地域で過ごすことになります。そのため，学校の
目が届きにくくなりますので，いつも以上に保護者・地域
の皆様には子どもたちの見守りをお願いしなければなりま
せん。水難事故や交通事故などの防止，非行防止等にご協

力いただきますようよろしくお願い申し上げます。

♪うたはあなたの大切なともだち
いつもそばにいる大切なともだちだから♪

歌声が響いた 合唱コンクール

合唱コンクールのステージに上がる際に必要なことはな
んだろう。それは，聴いた人に感動してもらうことです。
感動してもらうためにはどうすればいいのか。確かな音程
や，ハーモニーの美しさも大切です。何より感動を生むの
は、どれだけ一生懸命この曲を届けたいという気持ちがあ
るか，です。それにはやっぱり練習が大切。練習でできな
いことは本番でもできないし，練習を大切に積み重ねる人
にしか，本番で気持ちを届けることはできません。
今年度の合唱コンクール。気持ちがしっかり届きました。

感動しました。コンクールを迎えるまでに準備を進めてく
れた文化部，各クラスの伴奏，指揮者，パートリーダー，
応援に来てくれた保護者の方…みんなに感謝する心を忘れ
ないようにして下さい。これまでの合唱の練習で培ったチ
ームワークを是非大切にしてください。そして，素晴らし
い合唱コンクールが出来た牧園中を誇りに思ってください。

「歌声は一瞬，友との思い出や感動は永遠に」

合唱コンクールを振り返って

最初は音があっていなかったり，リズムも間違えていたりした
けど，毎日帰りの会で練習することで，どんどん上手くなってい
くのを感じて練習が楽しくなりました。

クラスのみんなと合唱することで心をひとつにし，絆がより
深まったと思う。最初はみんなダメダメだったけれど，練習を
重ねるたびに音もあってきた。練習を継続していくと良くなる
と改めて思った。これからも協力し合いみんなで良いものを作
っていきたい。

３年生全員の団結力が前より上がった気がします。自分も恥ず
かしがらずに，声をちゃんと出して歌うことができました。

全体合唱も一人一人が歌詞を大事に歌っていたし，本当にき
れいな合唱だったと思う。

１年１組 ２年１組

３年１組 全体合唱

８月行事
１日(木) 出校日
13日(火)～15日(木) 学校閉庁日
21日(水) 出校日
23日(金) メディアコントロールデー
＆子どもと一緒に読書の日
25日(日) 牧園中親子美化作業…6：30スタート

ハンセン病問題を知る（全体道徳）
６月末にハンセン病問題について学習を行いました。現代では感染

することもないハンセン病。治る病気であるにもかかわらず，その患

者は強制的に隔離されてきた歴史があります。隔離するための法律は

廃止されましたが，この病気に対する偏見や差別はなくなっておらず，

今も元患者やその家族は苦しんでいます。偏見や差別のない社会を実

現するためにこの問題から学ぶべきことはたくさんあるはずです。

いじめをなくすために差別したり，いやな事を言ったりしないで，

仲良くこれからも過ごしていきたいと思います。


